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ダイヤモンドライクカーボン（DLC）膜は，

優れた機械的特性等を有することから，様々な

分野で実用，応用がなされている。本研究では，

T 字状フィルタードアーク蒸着装置（T-FAD）
(1)を用いて，基板バイアス電圧を DC+15 V～

-800 V の範囲で変化させ，Si 基板上に水素フ

リーDLC を成膜し，諸特性を測定した。なお，

前処理および成膜時の基板および膜の最高到

達温度は 100℃以下とした。 

Fig.1 にレーザ顕微ラマン分光光度計

（JASCO，NRS-1000；レーザ波長 532 nm）を

用いて測定したラマンスペクトルを示す。グラ

ファイト構造（sp
2）の割合が増加すると G バ

ンドのピークが低波数側にシフトすることが

知られている(2)。Fig.1 をみると，負のバイア

ス電圧増加に伴いピークが低波数側にシフト

しており，sp
2 の割合が増加していることがわ

かる。また，DC＋15 V においても，Gバンド

のピークトップが低波数側にシフトしている

ことから，sp
2の割合が多いと判断できる。 

DC-100 V～-800 Vで成膜したDLC膜のラマ

ンスペクトルには，950 cm-1付近に Si基板の

第２ピークが見られた。このことは光学的透過

率が高いことを示しており，ダイヤモンド構造

（sp
3）の割合が多いといえる。DC＋15 V のラ

マンスペクトルには Si 基板の第２ピークが見

られず，また G バンドのピークが低波数側に

シフトしていることから，DC-800 V よりも sp
2

の割合が多いと判断できる。その他の特性は，

当日発表する。 
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Fig.1 Raman spectra 
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